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戦略ロードマ ッ ピンバ手法を 結合。 統合した 

第ニ世代のビジネスモデル 設計手法 

阿部仁志 ( 沖電気 ) , 篠倉毅一郎 ( パイオニア ) , 0 鈴木昭彦 ( 中部電力 ) , 
久保裕 資 ( 横河電機 ) , 佐久間 啓 ( 科学技術と経済の 会 ) 

王 。 はじめに 

社団法人科学技術と 経済の会の専門委員会では、 技術 
者、 研究者のためのビジネスモデル 設計論の実践的研 

究に数年来取り 組んでいる。 同活動成果の 一 っとして、 

本学会において " 技術者、 研究者のためのビジネスモデ 

ル設計手法の 研究 "( 第 総国大会 ) をほじめとする 一連の 

報告を行って 来たⅠ " Ⅲ。 本報告では。 ビジネスモデル 設 

計 手法の弱点を 補完する形で、 戦 ロードマ ッ ピンバ 手 

法を結合。 統合した① " 郎 ， D 成果 ジネスモデル 設計 

手法の価値創造フレームワーバを 提案し。 ②沖電気工 

業 ㈱における実際の 新規事業「 管理ュ ビキ タスネット 

ワ 一列に適用した 事例について 報告する " 

と 戦略ロードマ ッ ピン ダ 

まずビジネスモデル 設計 ( 以下 R 竣と 戦略ロードマ ッヒ 。 

ング (@U ド SRMM) の先行研究をレビューする。 

組成果の価値創造設計 法 であ り、 

@ こして企業価値のあ るものにするかを 見出すこと；，でき る 。 

また。 ビジネスアイデア 又は コンセプトからビジネスモデ 

ルを設計する 手法でもあ り。 誰に。 何を、 どのように提供 

するのか、 どのように競争に 勝つのか れめ 競争戦略立案 

の役割があ る。 さらに、 どのよ列目 り 益を上げるかれ づ 収 

益モデルを構築することが 可能であ り、 事業の継続性や 

持続，陸も検討ずることができる。 

掻金 済度 

繍 」 

作成手順については、 ビジネスの仕組み、 構造。 シナ 

リオを検討し、 静的ビジネス モヂル 、 動的ビジネスモデル 

を導出する。 利益パターンを 決め、 経済価値を算出する。 
必要時間は比較的短時間でむジネスイメージの 

きる ( 図 1 参照 ) 。 

け 事業。 技術。 リソースの開発計画であ る。 市場、 

事業。 製品、 技術、 リソースなどのレイヤ 一別口一 ド マップ 

を統一的に時間軸で 表現し全体を 傭 諏 でき。 レイヤ一間 

の 項目を関連 4% するなどの戦略立案ツールとして 活用す 

会や動向。 代替技術の選 

の意思決定を 支援するツールギヤ ソプ の発見が可能であ 

る。 その結果として、 より良いアクションのためのチェック 

が 可能であ る。 ボトルネッタの 発見や、 欠落技術の発見と 

佛こ 有用であ る。 
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作成手順については。 シナリオを予測し、 そのロードマ 

ップを探索。 市場。 事業。 製品。 技術。 開発リソースの 結 

合。 統合を行う " 必要時間については。 特に馴染みが ， " 、 

い 分野ではかなり 時間が掛かる 傾向があ る ( 図 2 参照 )" 

M の先行研究のレビュー 結果と後述す 

るケーススタディの 経験に考察を 加え、 それぞれ長所 " 

短所についてその 結果を表夏にまとめた。 

の 長所は、 武紬い 成果の Ⅱ造設計手法であ り、 

ビジネスアイデア 又はコンセプトからビジネス モヂル を 設 

良版 ) 
許 する手法であ る。 

の長所は、 ビジネス。 技術とリソー - スを ど う 開発す 
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るかの計画立案であ り。 その結果として 意思決定のため 

発見、 欠落技術の発見と 開発 

に役立っ。 

は。 市場動向と機会の 発見が 

し @ こくく 。 投資タイミングを 判断することが 困難であ る " さら 

に、 技術の投入タイミンバの 判断、 すなわち市場の 方角、 

代替技術の選択肢の 判断が困難であ るぬ づ 弱点があ 

る 。 

また、 SRM 単独では、 ビ、 ジネスの価値評価がで 港 ない。 

成果の魅力度の 表現ができないむ づ 短所があ る。 

ちょうど相手 ィ 則の得意とする 項目になっている。 

の 優れた補完 陸ぬめ 大変 

可能 ヰ 曳こ満ちた示唆を 与えてくれている。 さらに、 それぞ 

れの手順の具体的作業内容に 着目してみると、 

SRMM の両手順とも な プロセスが存在することがわか 

る。 これはたとえば 

、 ソト として活用することや、 逆に SRM でのアウトプッ 汁が 

巳 ㈱でのインプットとしての 活用できることを 期待させる。 

そこで、 両手法の結合。 統合の可能，陸を 検討する。 両 

手法の共通点として。 まずステップ 工 としてスタートアジ ブ 

ビジネスモデル ほ 両手法にとって 次のステップに 進むた 

め @ こ 不可欠なインプットであ る " そしてステップ 5 として 最 

総評価が両手法にとって 

途中のステップでは、 

であ るいつまでに 何をすべきかが 明確にさ 

れにより。 市場動向と 会の発見。 投資タイミング 判断 " 

技術の投入タイミンバの 判断が可能となる。 このょ刃 こ 

出するそテリンバツール 

SRM は ヨ Ⅴの弱点を補完することができる。 

また、 S 嫡の短折であ るビジネスの 価値評価ができな 

い、 田じ成果の魅力度の 表現ができな レ 。 ことは、 B 

収益モデルによって 補完することが 可能であ る " 

以上の検討結果 力 、 ら 。 の手法の結合。 統合 
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化が可能であ り、 この手法を 察 することが、 技術者。 研 

究者のための 最も活用しやすいイノベーション。 ビジネス 

計画立案手法を 提供すると考えた。 この方法を第二世代 

の ビジネスモデル 設計手法として 提案する。 

その設計手法の 手順は、 まず共通ステップ a として 佐 

駿的 業界 求 M を参考 こ " ビジネスアイ ヂアやヂ一 タベー 

ス とを結びつけてスタートアップ 
一 ビジネスモデル 設計手法 と 次に囲 M ステップ 2 として産業バリューチェーン 分析。 

、 事業環境分析、 簡易的な利益モデル 分 

対してイ ソ ベーティブな 提案の 平行して SR 総ステップ 2 としてシナリオ 

根拠や研究開発を 進める上での 資金獲得の説得力のた 予測を行 う 。 そして B% ステップ 3 として 捜 M ステップ 2 の事 

め ツールを提供することを 目的としている " 業 環境分析で抽出された 要素からポートフォリオを 使い 

SR 爾も同様な目的のツールとして 使われている。 前述 自社への影響が 大きく不確実性が 高い要素をシナリオド   

の 比較研究でほ。 どちらの方法にもビジネス 提案に必要 ライ ソぐ一 として キ由 出し。 S ぬ Ⅴステップ 2 の シテ ルナ チ 

な 項目の分析に 対する弱点があ ることを見出したが。 これ 測ど 照らし合わせて シ 骨子を作る。 これがシナリ 

までどちらの 方法によるビジネス 提案作業でもその 弱点 オブランニンバであ る。 

の部分が全く 検討されないで 行われてきたわけではない ステップ 3 のシナリオ骨子に 沿って S 

はずであ る。 プ 3 として探索的ロードマ ッ ピンバを猜め。 

しかしながら。 それぞれの方法には 特徴があ って、 得意 最後 @ こ日 M 、 S 尺 M  そ ぞれのアウド プジト として " まず 

な 項目が強調され 不得意な項目は 不七分な検討のまま 民鰯 ステップ % ま S 民 M ステップ 3 の探索的ロードマ ッ ピ ング   

意思決定され・ていた 可能，性があ る。   の 結果を結合。 統合し sRM を完成する。 ここでレイヤ 一間 
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のギギソプや ボトルネッタなどの 発見、 投資タイミングが 正 

し レ 。 かどうかの検証などを 行 う " 

監こ 世代 """ ネス 続 ル姦計手法 

- ピゴ車 スモデル姦計 と 駐韓ロ ー f マソフ の % 台・講金 - 

  

    
図 3 第二世代のビジネスモデル 設計手法～ビジネス 

モデ / 哺 設計と戦略ロードマップの 統合。 融合～ 

続いて BM ステップ % ま B 秘 ステップ 3 のシナリオ骨子 

ステップ憶の 内容や発見を 参考に。 シづツオ 

ト 顧客、 商品、 供給方法。 収益モデルを 

謁 して静的ビジネスモデルのフレームワークを 完成し、 

に他社の追随を 許さない自社の 強み形成。 強化のための 

動的ビジネスモデルを 導く。 

この両方のアウトプットを 併 わせたものがビジネスモデ 

ルの提案となり。 共通ステップ 5 で企業価値計算や 実現 

可能性などの 評価 力 心意思決定が 行われ " 評価の基準 

に達じたものに 研究開発の資金調達 力 ; そサ t 

以上のように 呂溺と S 秘を結合。 統合することにより。 互 

ぞれの特徴であ る ビジ 

ネス価値の導出。 ビジネスコンセプトのモデリンバと 開発 

計画立案 はり 良き活動方向のレビューを " フレームプーク 

と ロードマップで 効率的かつ信頼性を 高めて可視 ィヒ - でき 

るよ う になった。 

以上が。 RM と田蝸の結合。 統合により実現された 第ニ - 

世代のビジネスモデル 設計手法であ る ( 図 3 参照 ) 。   

以下で は " 沖電気工業㈱の 恩じ 活動から生まれた " 健 

康管理ュ ビキ タスネットワーバ [11     の事例に。 SRMM と結合。 

統合した第二世代のビジネスモデル 設計手法を適用す 

る。 

次世代の近距離無線ネット ヮ 一タ技術であ る Z@g 田 ㎡ 省 

電力効果を高めた 近距離無線方対対応の 無線モジュー 

んと各種生体センサを   - 体化した " 実用実験用の ZigBee 

生体セン ザ ノード装置を 用い。 手元でも離れた 場所でも、 

などの複数の 生体情報を。 いつでも 

簡単にモニタできる「健康管理 ュビキ タスネット ヮ 一列を 

実現する。         ハ %@ 毘 @ 珍 

l """"" 。 "" 。 蒜 "         " @         

ユビキ タスネットワークの 

患者や高齢者が。 Zig ee 生台豆 センサノードを ヰ楓こ装 5% 

して自由行動を 行なって ひ Ⅱ る に 。 不整脈などの 異常が 

発生すると、 それを本人だけ なく。 施設内の離れた 場 

所にむ う 医師や介護 師 " 家族などに通知する。 異常発生 

時の心電波形なども ユビキ タスコミュニケータを 介して モ 

二タ できるだめ。 迅速な救急処 を行な う ことが可能とな 

る ( 図 4 参照 ) 。 

この事例に。 図 3 の手順に従って S 

第 - 世代のビジネス モヂル 設計を実施した。 

表 2 静的 ビ、 ジネスモデル 

シミュレーション モ 

一 

I ② 緊亀 通報 市趨 ( 睡辮 、 遷鍾 、 輻   

  

表 2 は。 健康管理ヱ ビキ タスネットワークの 静的ビジネス 

モデルをまとめたものであ り " 図 5 は、 戦略 ロ、 - ド マップを 

まとめたものであ る ( 但し本稿データは 事例検討・ m であ り、 

実際とは異なる ) 。 

現在進行中の 健康管理ュ ビキ タスネットワ - クを事例 

一 571 一 



に 用いて、 ビジネスモデルおよび 戦略ロードマップを 策 を図ることが 出来る 0 

定した。 その結果。 新皿 、 価値創造フレームワークが 極め     

て 有用であ ること；，確認で 隠た 。 

図 5 戦略ロードマップ 

ビジネスモデルだけでは、 実用化に当たっての 時間軸 

上の課題が見えなかった。 実際に詳細な 戦略ロードマッ 

プを作成することによって、 実用化計画上の 不整合を発 

見できた。 「緊急通報システム」の 市場立ち上げ 時期と使 

月機器のん 、 型ィヒ 実現時期とのタイミングのギヤ ップ であ る 

( 図 5 参照 ) 。 

5 。 まとめ 

" ビジネスモデル 設計 " と並行して、 " 戦略ロードマ ッ ピ 

ング " を行う新しい 価ィ直 創造フレームワークを 提案した。 

ビジネスモデル 設計と戦略ロードマップピンバを 組み 
合わせることにより。 他者に対してより 説得力のあ るビジ 

ネスの実行計画とすることが 出来る。 さらなる利点 は 。 

様 方な社会情勢の 変化を記述したロードマップ 、 リソース 

の状況を示したロードマップなど、 国 。 産業界や他の 機関 

様々な、 公的あ るいは公表されたロードマップ 

が。 ． ヒ記 戦略ロードマップを 介して。 有益な判断材料をこ 

のビジネスモデルに 提供してくとる。 このことが。 ビジネス 

モヂル の 確力 、 さ 実行可能，性を 補完し 弓酎ヒ してくねる ( 図 6 

参照 ) 。 
このよ 袈こ " ビジネスモデル 設計 " に " 戦略ロードマ ッピ 

ことによって、 両者の弱点を 補い長所を 

合わせた、 ょ 9 強力なビジネス 実行計画が策定できること 

が分かった。 すな む ち 、 新ひ。 価値創造フレームワークは。 

明確な戦略的意味づけを 提供し。 また多面的検討ができ 

ることから、 投資のタイミングなどの 意思決定の品質向上 

ピ 。 "" モチ " 設計手法 

図 6 桁 傲的 。 公表口一 ド マップにより々 舖飴 れた 

価値創造フレームワーク 

いた ( 社 ) 科学技術と経済の 会。 技術経営 

門委員会参加メンバー 各位に感謝します。 また、 健康管 

ュビキ タスネットワークの 事例を提供頂いた 沖電気工 

業株式会社関係各位 殿 に深謝致します。 
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